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す
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ち
が
う
人
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ぬ
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も
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こ
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萩

教
育
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ス
マ
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雲
追
い
か
け
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病
む
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心
つ
か
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秋
思
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特
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子
の
名
ま
で
忘
れ
し
姉
と
花
野
ゆ
く

「
宮
角
力
」
一
茶
の
句
碑
に
木
の
実
落
つ

を
さ
な
児
と
婆
と
じ
ゃ
ん
け
ん
菊
日
和

十
三
夜
余
韻
残
し
て
本
を
閉
づ

枝
刈
り
て
軍
手
の
穴
も
日
向
ぼ
こ

軽
ト
ラ
に
稲
の
香
ま
と
ふ
犬
乗
せ
て

跡
継
ぎ
の
無
き
は
覚
悟
や
栗
を
剥
く

と
ど
き
た
る
妻
の
新
車
や
金
木
犀

病
む
こ
と
も
生
き
る
証
や
秋
袷

乾
い
て
る
落
ち
葉
の
声
を
踏
み
つ
け
て
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突
然
で
す
が
西
楽
院
と
い
う
建
物
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
内
宿
集
会
所
と
い
う
と
お
分
か
り
の
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
溝み

ぞ
ぐ
ち
そ
ま
る

口
素
丸
と
い
う
人
が
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

に
著
し
た
『
歳さ

い
た
ん
ち
ょ
う

旦
帖
』（
※
１
）
に
「
予よ

こ
こ
か
い
じ
ゅ
ざ
ん

此
海
珠
山
下

の
院
室
に
月
こ
と
の
会か

い
え
ん莚

を
も
う
け
近
隣
の
同
門
と

た
の
し
む
」
と
あ
り
ま
す
。
溝
口
素
丸
は
御ご

し
ょ
い
ん
ば
ん

書
院
番

（
※
２
）
を
務
め
る
傍
ら
江
戸
で
も
有
名
な
俳
人
で

多
く
の
門
人
が
い
ま
し
た
。
小
林
一
茶
も
彼
の
下
で

俳
句
を
学
ん
だ
一
人
で
す
。

　
つ
ま
り
、
一
茶
が
布
川
に
来

る
十
八
年
前
に
は
、
徳
満
寺
下

の
西
楽
院
（
内
宿
集
会
所
）
で
、

布
川
周
辺
の
人
た
ち
四
十
人
余

り
に
、
毎
月
江
戸
か
ら
来
て
俳

句
を
教
え
て
い
た
の
で
す
。

　

一
茶
が
布
川
に
来
た
こ
と
が
『
寛
政
三
年
紀
行
』

（
一
七
九
一
年
）
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
す
で
に

同
門
の
俳
人
た
ち
が
、
布
川
近
隣
に
多
く
住
ん
で
い

た
の
で
、
気
軽
に
布
川
に
来
る
こ
と
が
出
来
た
と
も

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
西
楽
院
が
今
も
残
っ
て

い
る
こ
と
は
利
根
町
の
誇
り
と
言
っ
て
も
良
い
の
で

な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
１ �

歳
旦
帖
…
俳
諧
の
宗
匠
な
ど
が
、
毎
年
、
年
頭
に

当
た
っ
て
一
門
の
俳
句
を
集
め
て
出
版
し
た
も
の

※
２ �

御
書
院
番
…
徳
川
将
軍
の
馬
廻
衆
（
親
衛
隊
）
と

し
て
高
い
格
式
を
持
つ
旗
本

徳満寺下の西楽院

利根町老人クラブ連合会　主催

輪 投 げ 大 会 が 開 催

　昨年 11 月３日、利根町剣友会が、永年にわたり少年少
女の剣道指導を行い、学校教育ならびに地域社会向上に貢
献したと評価され、全日本剣道連盟より「少年剣道教育奨
励賞」を受賞しました。
　なお、この賞を利根町剣友会が受賞するのは平成 19 年
度に続き２回目になります。
　利根町剣友会では、毎週水曜日（午後７時～８時）· 土
曜日（午後６時～８時）利根中学校武道場にて活動してい
ます。お気軽にお越しください。

利根町剣友会

少 年 剣 道 教 育 奨 励 賞

『オ
利根町内小中学校

レ ン ジ サ ミ ッ ト T
と 　 ね

ONE」 開 催

　昨年 11 月 29 日、「オレンジサミット TONE」が開催
されました。各校代表者が利根中学校体育館に集い、より
楽しくより気持ちよく過ごすための取組について、各校の
実践発表がありました。会場と各校の教室をオンラインで
つなぎ、映像と音声を通して町内の小中学生全員が参加し
ました。学校、学年は違っても、小学生、中学生、教職員、
全員が心と心でつながる学校・町を目指して、将来の利根
町を盛り上げていってほしいです。
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▲選者（神宮先生）を囲んで

　
昨
年
11
月
25
日
～
29
日
、
徳
満
寺
に
於
い
て
「
第
12
回
布
川
一
茶
俳
句

大
会
」
の
展
示
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
こ
の
時
期
に
表
彰
式
と
当

日
俳
句
大
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
同
様
今
年
も
「
新
型
コ

ロ
ナ
」
の
影
響
に
よ
り
「
展
示
会
」
の
み
行
い
ま
し
た
。

選
者　
馬
酔
木
同
人　
神
宮
き
よ
い
先
生

　新型コロナウイルス感染症が落ち着き、快晴で絶好のス
ポーツ日和となった昨年 11 月 25 日、利根浄化センター
の多目的広場にて、輪投げ大会が開催されました。
　当日は総勢 152 名 38 チームが集結し、目指せ優勝！を
掲げ白熱したプレイを展開していました。優勝から３位ま
でがわずか数点差というまさに接戦となった今回の大会、
見事制したのは布川台クラブ A チームでした。
　また、長年にわたり老人クラブ活動に尽力された方々の
功績をたたえ、永年勤続の賞状と記念品の授与式も併せて
行いました。

▲優勝した布川台 A チームの皆さん ▲永年勤続賞を受賞者された皆さん

　犯罪や非行をした人たちに対し、社会の中で立ち直りに
向けた指導や支援などを行うことにより、その再犯を防ぎ、
社会復帰と自立を助ける更生保護に尽力した功労者が表彰
されました。
　取手地区保護司会（利根支部）の保護司　會田瑞穂さん
が全国保護司連盟理事長表彰を、土屋光子さんが関東地方
保護司連盟会長表彰を受賞されました。

全国保護司連盟理事長表彰

會田　瑞穂 さん

関東地方保護司連盟会長表彰

土屋　光子 さん

更
長年にわたり、更生保護に尽力

生 保 護 功 労 者 を 表 彰

　

元
利
根
町
議
会
議
員
で
、
10
月
13
日
に
ご

逝
去
さ
れ
た
、
故 

伊
藤　

利
夫 

氏
（
74
歳
）

に
、「
旭
日
単
光
章
（
死
亡
叙
勲
）」
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
氏
は
、
昭
和
62
年
４
月
、
利
根
町
議

会
議
員
に
就
任
し
、
５
期
20
年
の
永
き
に
わ

た
り
在
職
さ
れ
、
利
根
町
議
会
に
お
い
て
文

教
常
任
委
員
長
や
総
務
常
任
委
員
長
、
利
根

町
議
会
副
議
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
副
議

長
在
職
時
に
は
、
議
会
の
調
和
を
図
り
な
が

ら
「
是
を
是
と
し
、
非
を
非
と
す
る
」
姿
勢

を
貫
き
、
公
正
な
議
会
運
営
に
努
め
、
地
方

自
治
の
発
展
お
よ
び
住
民
福
祉
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
は
、
長
年
の
ご
功
績
が
た
た
え
ら

れ
、
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

※
死
亡
叙
勲
と
は

　
叙
勲
の
形
態
の
一
つ
で
、
未
だ
叙
勲
さ
れ
て

い
な
い
功
労
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
、
勲

章
を
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

旭
町
政
の
発
展
に
貢
献

日
単
光
章
を
受
章
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